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問1 1860年代のアメリカで、リンカーン大統領が「人民の、人民による、人民のための政治」という演説を行った当時の、世界の
歴史的な状況についての説明として正しいものはどれですか。 （2017年　和歌山公立入試　類似）

1.  アメリカ国内で、工業化を進め
る北部と奴隷制を維持する南部の
対立から南北戦争が続いていた。

2.  フランスで市民が絶対王政を打
倒し、人権宣言を採択したフラン
ス革命が最高潮に達していた。

3.  清において孫文らが中心とな
り、皇帝政治を倒してアジア初の
共和制を目指す辛亥革命が起きて
いた。

4.  コロンブスがスペイン女王の支
援を受けて大西洋を横断し、カリ
ブ海の島々に到達していた。

問2 1860年代の横浜港における貿易品目の特徴と、当時の貿易収支の状況について説明した文として、正しいものはどれですか。
なお、当時の横浜港では、ある品目が輸出の65.1%を占め、別の品目が輸入の52.8%を占めていました。 （2017年　香川公立入試　類似）

1.  輸出品は生糸、輸入品は綿織物
が中心であり、輸出額が輸入額を
上回る輸出超過の状態であった。

2.  輸出品は綿織物、輸入品は生糸
が中心であり、輸出額が輸入額を
上回る輸出超過の状態であった。

3.  輸出品は茶、輸入品は武器が中
心であり、輸入額が輸出額を上回
る輸入超過の状態であった。

4.  輸出品は生糸、輸入品は綿織物
が中心であり、輸入額が輸出額を
上回る輸入超過の状態であった。

問3 1840年に勃発したアヘン戦争において、勝利したイギリスが清との間で結んだ講和条約の名前と、その条約でイギリスが領有
することになった地域の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2019年　千葉県公立入試　類似）

1.  南京条約 ― 香港 2.  南京条約 ― 台湾 3.  下関条約 ― 香港 4.  下関条約 ― 遼東半島

問4 日米修好通商条約に代表される不平等条約の内容について、領事裁判権を認めたことで日本が被った実質的な不利益として最
も適切な説明はどれですか。 （2020年　新潟県公立入試　類似）

1.  日本国内で事件を起こした外国
人に対し、日本の警察や裁判所が
日本の法律を適用して処罰できな
かった。

2.  外国から輸入される商品に対し
て日本側が自由に税率を決めるこ
とができず、安い外国製品が流入
した。

3.  特定の国に与えた最も有利な条
件を、他の締約国に対しても自動
的に適用しなければならなくなっ
た。

4.  外国人が指定された居留地を越
えて、日本国内のどこでも自由に
旅行したり商売したりすることを
認めざるを得なかった。

問5 幕末の政治的推移において、1850年代の開港から1860年代の倒幕運動へとつながる因果関係について説明した文として、最
も適切なものはどれですか。 （2016年　佐賀公立入試　類似）

1.  幕府が朝廷の許可なく開港や条
約調印を進めたことに反対派が反
発し、それに対する安政の大獄で
の弾圧が、有力藩による薩長同盟
などの倒幕運動を加速させた。

2.  薩摩藩と長州藩が同盟を結んだ
ことで幕府が外交権を失い、その
結果として日米和親条約が締結さ
れ、混乱を鎮めるために安政の大
獄が行われた。

3.  安政の大獄によって幕府の権威
が回復したため、諸外国との開港
が円滑に進み、最終的には薩摩藩
と長州藩が幕府を支えるために薩
長同盟を結成した。

4.  開港による経済の混乱を防ぐた
めに薩摩藩と長州藩が幕府に安政
の大獄を提案し、その後に両藩が
主導権を握るために薩長同盟を解
消させた。

問6 1865年の横浜港における貿易統計では、輸出額の約88%を生糸が占める一方、輸入額の約4割を綿織物が占めていました。こ
のような貿易の構造が、当時の日本国内の産業に与えた影響として、最も適切な説明はどれか。 （2023年　茨城県公立入試　類似）

1.  海外から安価な綿織物が大量に
流入したことで、国内の綿織物生
産が大きな打撃を受けた。

2.  生糸が大量に輸出されたことで
国内供給が不足し、国内の着物産
業が急速に近代化された。

3.  輸入された毛織物を加工して再
輸出する加工貿易が盛んになり、
各地に官営工場が建設された。

4.  貿易の利益が農村へ還元された
ため、江戸時代の封建的な社会構
造が維持される要因となった。

問7 19世紀半ばの清において、イギリスが軍事攻撃を仕掛ける背景となった「三角貿易」の仕組みを正しく説明したものはどれ
か。 （2021年　岡山公立入試　類似）

1.  イギリスから清へ綿織物を送
り、清からインドへ銀を送り、イ
ンドからイギリスへ茶を送る仕組
み。

2.  イギリスからインドへ綿製品を
送り、インドから清へアヘンを送
り、清からイギリスへ茶を売った
代金の銀が流れる仕組み。

3.  清からイギリスへ生糸を送り、
イギリスからインドへ武器を送
り、インドから清へ香辛料を送る
仕組み。

4.  インドからイギリスへ小麦を送
り、イギリスから清へ工業製品を
送り、清からインドへ労働力を送
る仕組み。

問8 産業革命が起こった18世紀から19世紀にかけて、生産力の飛躍的な増大を支えた最も重要な技術的背景として正しいものはど
れですか。 （2020年　沖縄公立入試　類似）

1.  蒸気機関を動力源として利用
し、工場での大量生産を可能にし
た。

2.  電気モーターを動力源として普
及させ、情報通信技術を確立し
た。

3.  牛や馬などの家畜を動力源とし
て、農作業の効率を最大化させ
た。

4.  原子力エネルギーを動力源とし
て、巨大なプラントを建設した。


